
りましたが、その中で特に際立ったお話しをされたのが、

本日記念講演の講師であります名古屋東南ＲＣ直前会長

の伊藤秀雄様でした。私達全員が非常に感銘を受け、本

日の講演をその場で直談判、無理やりお願いいたしまし

た。今考えますと随分強引で失礼があったと思いまが、

説得力のある講演になると信じております。

　本日のテーマは「会員基盤増強」です。最近、近隣の

中伊豆ＪＣは三島ＪＣと合併になりました。ロータリー

を含み他の奉仕クラブと同じようにシミュレーションは

年々メンバーが減少するというデータがでており、だか

らといって手をこまねいているわけにはいきません、視

点を変え違った目線で地域社会を見ると新しい形が見え

てくるように、今日1日一生懸命勉強をしたいと思います。
　そして１００年に１度と言われる経済の津波をかぶり

暗いニュースが伝わる中、富士山静岡空港の開港と伊豆

縦貫道の一部開通、また三島駅の北口と南口の開発に、

木漏れ日がほんの少し見えてきた感じがいたします。ま

た地産地消の食育問題や街なかの電線地中化事業など三

島も変わりつつありますが、その辺はお忙しい中お見え

になりました来賓の小池市長よりお話しがあると思われ

ます。

　結びになりますが、せせらぎ三島ロータリーとして、

この日の為に一丸になって準備してまいりましたが、不

行き届き、失礼がございましたら、ロータリーの友情に

免じてお許しをいただきたくお願い申し上げて、私の挨

拶とさせていただきます。

　国際ロータリー第２６２０地区第

二分区の兼子ガバナー補佐のもとで,
インターシティ・ミーティング開催に当たり、このよう

な沢山なロータリアンに参加いただき誠にありがとうご

ざいます。

　本日は、特別来賓として、三島市長小池政臣様、ロー

タリー関係者として、ＲＩ第２６２０地区牧田静二ガバ

ナー、伊藤地区幹事を始め宮川地区会員増強委員長、各

パストガバナーと近隣のガバナー補佐のご来賓の方々に

は、公私ともご多用の折にもかかわらずこのＩ・Ｍに華

を添えていただき、心より感謝申し上げます。ありがと

うございます。

　我がクラブも、創立２０周年を迎え三島南ロータリー

から、せせらぎ三島ロータリーに名前が変更になりまし

た。せせらぎ三島ロータリーとして初めてのインターシ

ティ・ミーティングは、中村Ｉ・Ｍ実行委員長を中心と

した委員会が発足し７月７日に東京のホテルグランパシ

フィックにてＲＩ会長主催会議（会員増強）へ兼子ガバ

ナー補佐を筆頭に６名参加させていただきました。朝１

０時より夕方５時まで強行なスケジュールの中で実例の

発表会がありました。それぞれが素晴らしい講演ではあ

撮影：山本章君



　去る１月２０日、アメリカにオバマ新大統領が誕生し

ました。昨年、アメリカに端を発した金融危機があっと

いう間に全世界に広がり、世界的な大不況になったわけ

です。世の中はこれから大きく変化します。ロータリア

ンは今後、社会の先導役を務めなければなりません。

　どうか、このように厳しい社会状況の中ですが、ある

詩の中に「雨の後は晴が来る」（Ａｆｔｅｒ　ｒａｉｎ

　ｃｏｍｅ　ａ　ｆｉｎｅ　ｄａｙ）という言葉があり

ますが、多くの仲間を集め、手に手をつなぐ努力をして

くださることを願い、開会の挨拶とします。　

　七クラブまとめて幹事報告をさせて頂きます。

　本日の幹事報告は別にありません。

　引き続き出席報告を致します。

　七クラブの登録者人数は　２８６　名です。

　本日の出席者は　２１７　名です。

　幹事報告と出席報告を終わりにさせて頂きます。

　本日、静岡第二分区のイン

ターシティ・ミーティング（Ｉ

Ｍ）の開催のご案内を申し上

げたところ、公務で大変お忙

しい中、三島市小池政臣市長

にご出席いただき、またロータリー関係では第２６２０

地区牧田静二ガバナー、伊藤恒道地区幹事、宮川�地区
会員増強委員長、また渡邉守人パストガバナー、渡邉脩

助パストガバナー、道部秉パストガバナーのお三方。ま

た、静岡第一分区堀口武彦ガバナー補佐、第三分区勝又

守ガバナー補佐を迎えてのＩＭの開催でございます。心

からお礼申し上げます。

　今回のＩＭのテーマにつきまして、本来、社会的に関

心のあるテーマ、例えば世界が求めている環境問題など

に的をしぼり、一般の方々にもこの会場に足を運んでい

ただけるようなテーマに取り組めば、この会場も一杯に

なったと思われますが、本年（２００８～２００９年）

のＲＩ会長李東建（リー・ケイ・リー）のテーマは「Ｍ

ａｋｅ　Ｄｒｅａｍ　Ｒｅａｌ」（夢をかたちに）でし

た。この夢をかたちに実現するためには多くの新しい会

員が必要であると申しております。また、２６２０地区

牧田静二ガバナーの方針は会員減少と高齢化によるロー

タリアン会員の減少に歯止めをかけ、各クラブ純増1名
をどうしても達成するんだという強い意識の目標であり

ました。私も皆様のクラブ訪問のときにもガバナーの方

針を伝達し、これから第二分区各クラブの基盤の強化を

図るため、会員増強を強力に推し進めたいと本年度の方

針を申し上げました。この会員増強はロータリーの永遠

のテーマですが、今必要なのはロータリーの基盤を強化

して地域社会に貢献することだと思っています。そのた

めに今回は会員増強に関するテーマにしたわけです。（ロ

ータリーの友・1月号に日本のロータリアンの勢力は世
界で２位でしたが、昨年末インドにその席を譲ったと書

かれていました。）

　後程、フォーラムの前に記念講演がありますが、名古

屋東南ロータリークラブの直前会長であります伊藤秀雄

さんの「誇り有る増強」というテーマで会員増強の神髄

についてのお話をなさると思います。伊藤さんは昨年7月、
東京グランパシフィックで李東建ＲＩ会長を迎えてのフ

ォーラムでお話しをなされたわけです。話の内容が大変

素晴らしかったのでぜひ皆さまに聞いていただき、会員

増強の参考にしていただければ幸いです。

 





お手伝い頂いた奥様方

入会式の久保さん

～懇談会の様子～

フォーラム司会 山田定男君フォーラムでの山上光喜君

記念講演の伊藤秀雄様

「手に手」石井邦夫君と土屋君

受付


